
令和７年度高蔵寺中学校教育活動へのアンケート集計結果  
 

 

アンケート実施時期    令和７年１２月１７日～１月８日        

回  答  数        ２２４／６９９（保護者数）   

回  答  率        ３２．０％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数 割合

８７件 38.8%

1１１件 49.6%

1５件 6.7%

７件 3.1%

４件 1.8%

質問項目

毎日楽しんで行っている

だいたい

どちらかというと楽しくなさそう

楽しくないことのほうが多い

よくわからない

件数 割合

1４件 6.3%

７７件 34.4%

９７件 43.3%

５件 2.2%

3１件 13.8%

ほとんどの教科が分かりにくくて楽しくない

子どもがどう感じているか、分からない

質問項目

分かりやすい授業が多い

おおむね、どの教科の授業も分かりやすい

教科によっては、分かりにくい授業がある

件数 割合

３８件 17.0%

13４件 59.8%

３２件 14.3%

６件 2.7%

１４件 6.3%

質問項目

ほとんどの教師は、子どもをよく理解し親身になってくれている

おおむね

場面によっては、理解していないと感じることがある

よく分からない

理解が足りないと感じている



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数 割合

６５件 29.0%

1４１件 62.9%

１３件 5.8%

１件 0.4%

４件 1.8%

質問項目

十分配慮している

おおむね

もう少し配慮があるとよい

よく分からない

配慮が足りないことが多い

件数 割合

７５件 33.5%

７５件 33.5%

３０件 13.4%

1４件 6.3%

３０件 13.4%

質問項目

活動を通して大いに成長している

おおむね

どちらともいえない

問題点が多い

よく分からない

件数 割合

８８件 39.3%

1０７件 47.8%

１７件 7.6%

３件 1.3%

９件 4.0%

質問項目

十分だと思う

まあまあ

あまりそう思わない

よく分からない

不十分だと思う



【令和７年度アンケートの結果分析】  

１  回答数について  

 多くの保護者様から学校教育へのご意見をいただくことができましたが、昨年よりは回

答数が減少しています。回答数が増加するよう、ホーム＆スクールで送信したのちの情宣

方法を考えてまいります。また回答は保護者の方々の貴重なお声としてしっかり受け止め、

直接教育活動に還元していくことが重要です。なにより高蔵寺中の教育活動をよりよく改

善することがアンケート回答数の増加につながると思います。今後も一層開かれた学校運

営を推進しながら、回答数が増加するように取り組みます。  

 

２  設問１「学校は楽しいか」  

「毎日楽しんで行っている」と「だいたい楽しんで行っている」の合計は８８．４％で、

昨年度の８８．６％よりも若干割合が低下しています。多くの保護者の方々は、子どもに

とって学校は楽しいところであるという認識があることは分かりますが、年々わずかに低

下しています。子どもたちが「学校が楽しみ」と思う教育活動になるよう、様々な手立て

を講じなければならないと思います。体育大会、文化祭などの行事の充実や、子どもたち

の悩みに寄り添った教育相談など具体的な手立てが求められます。  

 

３  設問２「授業について」  

 「「分かりやすい授業が多い」と「おおむねどの教科も分かりやすい」を合わせた割合が、

昨年の３０．６％から４０．７％となり大きく上昇しています。しかし「教科によっては

分かりにくい授業がある」の割合も大幅には低下しましたが４３．３％と多くの割合を占

めています。引き続き分かりやすい授業に向け研修を積み、教材研究を進めることが重要

であると思います。また、子どもたちの学びが深まる授業計画や授業構成を構築し、探究

心を高める発問の工夫をするなど、心がけなくてはいけません。  

 

４  設問３「教師の子ども理解について」  

 「ほとんどの教師は、子どもをよく理解している」「おおむね理解している」を合わせ

ると７６．８％であり、昨年度の７１．２％よりも上昇しています。過去５年間をみても

割合は徐々に上昇し年々高まってきました。一方で「場面によっては理解していないと感

じることがある」というご返答の割合は年々低下していますが１４．３%と一定数いらっ

しゃいます。より一層子ども理解という視点で成果が表れるよう、教育相談や生徒との関

りに時間を費やすことができる取組を進めなければいけません。  

 

５  設問４「学校の安全」  

 昨年は学校が安全、安心な場所と捉えている割合が「「十分配慮している」と「おおむね」

を合わせると８５．６％でしたが、今年度は９１．９％と上昇しました。学校が安全・安

心である場所であり続けることはとても大切なことであるため、引き続き子どもたちを取

り巻く環境に目を向け、安全・安心に過ごせるよう手立てを講じてまいります。また「安

全に関してもう少し配慮があるとよい」と思う保護者の方々も一定数見受けられます。生

徒への指導を継続的に行うことはもとより、周囲にいる生徒が安心して学習できる環境を

作ることも求められます。  

 

６  設問５「部活動（地域クラブ含む）について」  

 「部活動を通して大いに成長している」と「おおむね」を合わせると、６７．０％であ

り、昨年度の合計６４．２％よりも上昇しています。部活動や地域クラブ活動の方向性や

安定的な運営がある程度定着してきたように感じます。しかし課題も点在します。例えば

基本的なトレーニングの時間が減少したことや、今後の安定的な運営への不安感などがあ



げられると思います。短い時間の中で有意義なトレーニングになるよう指導者は心がけな

くてはいけませんし、地域クラブ指導員と部活動指導者との連携も必要であると思います。

今後さらに充実した活動になるよう、部活動と地域クラブ活動が一体的に取り組むなどの

必要性があると感じます。  

 

７  設問６「学校からの情報発信について」  

 「十分だと思う」と「まあまあそう思う」で、合計８７．１％の回答がありました。昨

年度の８４．９％より上昇しました。保護者の皆様の学校教育への関心の高さを示してい

ると言えます。あわせてＰＴＡの透明性を高めるためＰＴＡサイトを昨年度から開設しま

した。ＰＴＡの活動を具体的に見える化したことで、保護者の皆様からありがたいお声を

頂戴でき、学校への関心が高まったと考えます。引き続き学校ホームページ、ホーム＆ス

クール、PTA サイト、学年通信などを活用し、教育活動への理解を深めることが重要だと

考えます。  

 


